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高良議員 ◎少子化対策を問う 

当町独自の子育て施策を実施しないと他町村との差別

化ができないものと考える。 

内閣府に於いて「地域少子化対策強化交付金」(仮称) 

を新設するとあるが、この交付金を利用して本町独自の

取り組みはできないかを問う。 

 

◎障害児に対する支援について問う 

 障害児に対する支援は、児童福祉法と障害者総合支援

法が顕在しているのでわかりわかりづらい。支援の内容

をわかりやすく周知する取り組みが必要ではないか。 

 軽度の障害児を発見するためには、川本町独自の診断

システムを構築し、早期発見、早期治療に努める必要が

あるのではないか。 
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 町独自の取り組みとしては、世代間の助け合いの仕

組みづくりを検討している。 

 新設された「地域少子化対策強化交付金事業」の採

択に向けて、国や県と協議している。 

 

 

 

 関係機関との連携により、利用者からの相談支援体

制の充実を図るほか、利用希望者に直接説明をするこ

とが重要であると考える。現在はわかば会に委託して

いる相談事業で、きめ細かいサービスをおこなってい

る。また、「障害児についての交流会」を開催するな

ど、このような交流会の開催を継続しておこない、制

度の周知を図っていく。 

 

片岡議員 ◎消防団員の確保と待遇の現状を問う 

 施政方針に記載の消防団員の処遇改善策として、報酬

及び退職報奨金の改定をするとあるが、2 月 26 日付山陰

中央新報の関する記事の関係について聞く。 

 

◎国の農業施策の転換と町としての対応を問う 

 施政方針に県の取り組みに従って対策するとあるの

で、具体的には問わない。 

① 農地中間管理機構は。耕作放棄地の受け皿になるか。 

② 数量制限の廃止と外国産米が入ってきた時の対応は。 

③ ＴＰＰとの関連について 

④ エゴマの耕作が１０年経過したが、農家の採算性は向

上しているか 

 

 

 

◎川本町「歴史的地域資源」の活用について 

 現在、川本著観光協会と川本町商工会が「地域資源を

活用した地域振興計画」として推進している活動につ

いて行政の評価はどうか。その今後は。 

  

 「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関す

る法律」の改正により年報酬及び退職金を邑智郡統一

で引き上げた。 

 

 

① 具内的な内容が明確に示されていない。これがど

の程度耕作放棄地の解消になるかは不明である。 

② 関税措置などにより国が、国内の生産者保護対策

をとっている。 

③ 国際競争力を高めるための基礎作りが必要であ

り、ＴＰＰ等を見据えたものになっている 

④ 反収については県の補助金で定植機械を購入し、

効率化を検証している。また、県や研究機関を通

じて、粒が大きく落ちにくいエゴマの研究に取り

組んでいる。 

 

多くの地域資源を積極的に活用しながら、観光振興

が総合的な視点に立ってより一層推進されるよう期

待するとともに、支援していく。 

 



圓山議員 ◎有害鳥獣対策について尋ねる 

 色々努力して、鳥獣対策をしている中で、最も効果が

あったと思われる事例を伺いたい。 

 

◎空き家対策について 

 定住の一環として空き家対策に取り組んでいる中で、

所有者の権利主張が当然あるわけだが、管理義務を求め

たい状況も感じる。空き家条例を制定し、適切管理や所

有者の責任を明確にする必要があると思う。 

 

◎保安林と文化財について見解を確認したい 

 町が所有する円山は保安林であり、その中に文化財が

存在しているが管理責任は誰なのか。 

  

地域ぐるみの、餌場の除去や徹底した追い払い（ロ

ケット花火、銃器、捕獲）により、被害が減って生き

ている報告がある。 

 

 法制化に向けた動きを引き続き注視し、条例の整備

等についても検討を深める。 

 

 

 

 

 丸山城跡付近の整備については、審議会の答申のと

おり窓口は教育課が行う。保安林の伐採については、

窓口は教育課とし、審議会の調査により伐採が必要で

あると認められた場合は、産業振興課を通じて県の許

可を得る。 

 

植田議員 ◎島根中央高校の支援について 

 今後、人口の減少が確実に来る中で、行政サービスを

おこなうにあたり、今から効率のよい仕組みづくり、イ

ンフラの整備をしておかなければならないと考えるが、

多大な費用が必要と予測される。高校支援に使う公費の

限度額を考えなければならないと考えるがどうか。また、

邑智郡地域に必要な高校の姿をどう考えるかを問う。 

  

 無尽蔵につぎ込むわけではなく、他の取り組みとの

バランスも考慮する。一定程度の財政投入は必要不可

欠であると考える。今後も、魅力と活力のある高校づ

くりを支援していく。 

 

 


